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剥皮後の水浸處理が馬鈴薯の萌芽及削芽の發育
に及ぼす影響【予報】

栽培學研究室　川廷謹造

The Influence of Soaking after Peeling on Sprouting and its Growing 

of dormant Potato Tubers (A Pregress Report) K.Kawatei
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I. 緒 口

も 最近中間地苛に於て馬鈴薯の秋作栽培による採種

が試みられてゐろが休眠除去と爾後の生育期問の問

題がら末だ充分な結果を上げるに到らないのであ7D'O

この様な地帯では成可透かに催芽せしめ,生育期間

を充分に輿-ることが秋作栽培の成否を決定する旋

′件であD,又秋作に於ては定植に際して発根L†⊂ゐ

ー ろと云ふことが爾後に放ける生育を左右する絶対的

な要件となるからして,催芽床に於て短力達かに発 .

湛せしめる事が肝要であD,発根の遅速が秋作栽培

の成否を決すると云っても過言ではないと考つられ

るのである｡

茄芽は別として幼芽の伸長及発根は祝薯から供給 .

される水分と多大の関係を有することが認められて

ゐる(5,6,24,)からして発根を促進する方法として

蔚芽に対し親書からの水分の供給を風滑にすること

が考へられる｡之には親書の吸水が充分に行はれる

按にLなければならない｡その方法の-つとして催

芽床の温度を増加することが考へられるが之は軽著
il

の腐敗率を増加せしめる (7.8.13.14.18.19.22)か
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の方法としては親書の

含水量を増加せしめる

か,親雷を吸水L･易す

い状態に患くと云ふこ

とが考へられろ｡この

硬な見地から筆者は剥

皮後の水浸処理が如何

なる影響を輿-るかと

云ふことにつき岩千の

実験を試みた所,不良興

琴ある事実を観察し得
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たのでこゝにその成績を発表して御諸賢の批牛陀 仰

ぐ攻第である｡ l●

Ⅱ.実験材料及方法

実験材料としては予じめ本実験に供する馬に本校

固執こ於て栽培して置vl72:4月20日播種7月25日収

穫の紅丸を使用した｡

試験区は攻の如く六区とした｡

標準区 別皮a'半裁 (縦断)

第 Ⅰ区 別皮年裁後水浸1時間

第Ⅰ区 '同上 3時問

質Ⅱ区 同上 6時間

第斑区 同上 12時間

参考区 無処理牛政

則皮の方港は中村民法(ll)に依った｡水没処理の

もの離 膜 牛き乾後夫々処定の時間水浸したO処理に`

用払た水の法度は 16oCであわ長時間のもの埠処理
後 18cc瞳示した｡処理は7月25日に行ひ夫々処理

役一重衣蔭千とL,本校内林地の冷涼なる所た設置

ILた催芽尉 こ伏込ん7e･｡従うて伏込た時間はⅠ,M ,
及Ⅲ区は夫々水浸時間だげ標準区に比L遅れてゐるo
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割皮後の水浸処理が馬鈴薯の蔚芽及蔚芽の発育に及す影響 (予報)･･････(17う

供託個体は大きさによる影響(13,14)を避けろ鳥

各区共霊さ100grのもの 10了臥 GOgrのもの20田及

130grのもの20個計50個を用弘之を寧裁使用したから

_各区の稔個件数はLOO個である.

催芽取ま第一図の如く約15cm東下例 日砂 を約

3cm敷きその上年若を切口を下にして伏込み{耕土

を以7,.て覆土した｡覆土の配 転 薯上約2cmとし
た而してその周 囲k与は6cmの排水溝を設置し覆土

上を直に蓬で覆仏産に日露を付した｡土壊水分は概

ね35%に保ち如く努力した｡叉調査期日中の催芽床

の湿度は190-21oC(12痔)であった｡

そして則皮車載処理後･8日日より始め4自転に24

日日迄萌芽及発根変調在も節:そして24日.Elには垂部

につき薪芽したElの数,長大幼芽長及び枚数につい

て調査をした｡.
I

LI.実 験 結 果

以上の如くして得た結果は以下?通Dであらた.

(a) 蔚芽速度 ‥前芽速度は第二表に示す如く,

捺準区以下参考区を除いて暑同一の値を示し殆んど

勤 覗 射 られない0年丸の休浸除去蛸 する別皮
の効果は既に認められてゐろ如く,容共験に於ても

明かに示されてゐる｡しかし剥皮後の水浸処理は茄

井に良影響がないものの如く,休眠除到こ対すろ剥
皮結果を瑛此L得るものではないと考-られるO

叉この程皮の水浸では一重夜蔭干することによっ

て放撃 充- 防ぐC･とが出郊る- よる0

第 1表 新 芽 速 度 (%達て示す)

過月数一 区 8日 1寧日 19El20日中

標 準 ､58 96 96 1紅 16第i区 57 98 98

第血区 51 97 97 100章100

第u区 64 97 97 ;汁 ;78第Ⅱ区 53.99 9?
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供託個体 各区100個体

(b) 発根速度 :,発根速度は第二表及第二因に示

す通Dで之に依ると水浸処理の効果で認めらkt:る如

(である｡即ち処理後12日目に於けろ義侠歩合は挺

率区,帯I区では差がないが凱皮後3時間虹 ヒ水浸

した舞U,D及Ⅱ区では前者7%iZ:此L夫々19,23及
20%を示し明かに促進されてゐる事を示してゐる.

又16日目では棲準区と第ユ区の問でも畠を生じ第-
l ■

第 Ⅰ未 発 横 速 度 (%にて示す)

票諾意讐 露 112日･67B桓 24日厚警J欝
療 準 I o7一 12 33 40 1 60
第f区 Jo 6･19 2334 4258 52-●67 ℃Ilo4833第Ⅱ区 -0
弟b区 023 49 74 76 3 ･24､
第Ⅱ区 Q~20､601 69 73 1 ､27
轟 考 ■0 0 0喜0一一00LlloO
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区が2倍の優勢を示してゐる.24日目では挺準区の

40%に対し水浸区は夫々優位を示し特に6時間永浸

Lの第五区は76%を示し暑2倍の発根歩合を示してる

この結果から見れば発根の促進に対しては水没の効

果を認めてもよいと考-られる｡偽無処理竿我の参

考区によっては24日日に至っても蓮に発根が見られ

瓦かつ第二｡

A(C) 前芽した目の数,最木芽長及楳数に放て ‥

これ等に放ては第三衣及第三国に示す通Dである.

之によると水浸時間の長Vl区程日の数は少くなって

ゐる傾向にあるが,芽長頗数では逆に増加の傾向を

示して=J35る｡芽長及棋数に於ては水浸6喝聞及12時l

屈区では暑2倍量にな?てゐる｡叉1時間区及3時

1



(18)･･-一長野願立農林専門学校学術報告
第 3宏 24日Elに於ける最大芽長銀数

及萌芽せる目の数
項 目 最 大~芽 長 嘩 数 串芽せる日の数

漁区 芽長Jllm同指数 藤 本恒 産数 日中数 同指数

準 7.i9 100. 4.90 100. 2.10 100.

第Ⅰ区 ll.17 155.3 7.年6 152.-2 1.87 89.0

弟-一区 16.18 225.0 9.55 1194.9 1_51 74.7
多野区-16.49 .229.3 19.16 207.3.1.50 71T4
≠考 2.43 33.7 .0 - 2.57 122.3
1.芽長及目の数は発芽個体平均 2.根数は発根個

第三回 芽教戒良級数
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間区に於ても夫々1･5倍以上を示してゐる｡これは

素敵が促進されることによb幼芽あ伸長が速になる
ヽ

のか,或は幼芽の伸長が速になる馬に発根が促進さ

れ横数が増加するのか,この開院は兎も角として萌r

芽の発育が促進されてゐることは事実である｡目の

数が減少して行く傾向にあるのは萌芽した芽の発育

の良否と或る程度の由係を有するものの如く考へら

れる｡

(a)薯の大小と萌芽,発板の遅速及幼芽の伸長

の関係 :薯の大小と新芽究蚊の遅速其の他との

関係につV,ては当初の目的とは関係の薄い事柄であI.

るが.=,三の文献に槍討されて層b未だ確定的な

結論が出されて曝 いので一旗絵討して見る

こととLfz:.

もし薯の大小で差が革められるなれば秋作

r 栽培に於て少しでも催芽床期間の縮少が要求

される地方ではこの意味からも種著の選種が

･ なされなければならないからであるo

雷の大小と発芽発蚊の関床は硬は20匁半歳

一 程度が良vl(14)と云はれ.又一方15gr程度

の小さいものがよい(13)とも云はれてゐるO

筆者100gr牛哉60gr等親及30gr牛故を和仏た

ので各試験区を大きさ別に別けて雷の大小に

よる比較を行って見た｡亘の結果は第四,節

五及範六表に示す如 くである｡

之によると前奏の速度は殆んど差がなく,

又茄芽歩合にも変化は認められない｡発根速

度及歩合'は中書即ち60gr牛我のものが棺匠つヽ

そゐ-る如く見受けられる｡幼芽の伸長の状態

もやはD60gr牛我のものが擾勢であるがl屯

の場合は100gr牛歳のものと差埠殆んどなく

従って30gr半歳のものが劣ってゐちと云ふべ

きである｡

叉萌芽せるElの数では大著が最大で中小の

差は殆んどなVl｡之は存在するElの数が多い

ことによるものであらうo i

これ等から見る.t小さVl.の繭 はか劣って
居D,又生産力も任vlからやはわ15匁程度の

'･ものを使用すべきだと思はれるが之に開Lt

は末女明かには云へなVl.



剥定捗の水圧処理が馬鈴薯の茄芽及萌芽の発育に及す影響 (･予報)･･････(19)l

第 四 表 薯 の 大 小 と 茄 芽 速 度

第 五表 .薯 の大 小と発根速 度

十 五 事I潤 誌 嵩 ㌣i 1一一 ⊥聖 上｣ 2-4-日 ■腐敗歩合廃 位歩合】侶軒 % 画 % 一軒 柄丁㌃ 画 す

100gr苧哉60gr牛裁 120240 -Loo!.oo …Os 8.317.9 3482 甲.3誠.ー] 62133 43.35̀5.437.9I に 団

弟 '/i 表 雷の大小と幼芽長,凝数及茄芽した目数

項̀.日幼 芽 長 ･根 数 日 の -数

大サ芽 長 座 政 .-横 .数 序 数 日 数 座 -数

100gr苧哉 r~12.66 128.-2 9.53 137.9

60gT字裁 14.61 148.4 9.ll 132.9

Ⅲ 考 察

以上の結果よ少して見られる事実は糾皮技水没す
ることによって発根及幼芽の伸長を促進されること

である.茄芽に対してもー慮反鷹があってもよいの

ではないかと恩はれるが茄芽に対しては反庭は見受

抄られなかった0 .

-殻に切断加傷による休眠除去の理由としては粗

放内に対すぞ酸素の供給が増加し,呼吸作用が旺盛

になることに琴くものとされてゐる｡特に剥皮によ
る休眠除去はコルク暦の形成を阻富することによっ

て酸素の供給が増加し,呼吸作用が旺盛になること

によると論ぜられてゐる｡ (1.5.6110･11.13.14.

18.) 一方坂村氏 (16)によればカルスの形成には

ttラウマテンと呼ばれる傷蕃ホルモンの刺乾によb

開始されると云はれ,この物質は馬鈴薯にも存在が

認められて居ろ.又切傷面の9]口に形成暦のある場

合はカルスの形成はむしろてウキシンに依ると云は

れ,叉コ一,Lラビに於て傷両を水洗した場合はその

切傷面に細胞分裂が起らないことが革められてゐ与

それ故馬鈴薯を別荘切断して水浸した場合これ等の

物質は洗払流されるか或は非常に稀薄化されること

に与ってカルスの形成が著しく阻

審されると考-られる｡剥皮後水

浸すると云ふことは一時的に酸素

飢餓の状態に陥L入れることになL

るが,水浸後に於いてはカルス形

成が阻害されることから酸素の供

給は著しく増加すちものと考へて

差支-なVIoつまEI酸素飢餓の状態から急激に多量

の酸素が輿へられもと云}:ことになるからして萌芽

に■も何等かの反臆があらはれてよいのではないかと

考-られるあせあるが,本突放に於ては何らその影

響は見られなかった｡

発供及幼芽の伸長に関して促進的影響が表はれる

のは発限及幼芽の伸長は茄芽と云ふ現象に附提する

二次的現象であるからであb且つ之は特に親書から

の葦分,水分の供飴が大きな要素となるから車解さ

れるO即ち萌芽の発育に対して規雷からの葦分,水

分の供給が凸那骨でなな抄れぼならない｡特 に保井

氏(24=)も蘭芽の発育に対する窺薯の役割としてこれ

から水分を吸収してそれを芽に輿-ること及養分の

供給であD,その中特に水分の供給が重要であD,

雪の切断は塩薯の節約ぼかDでなく茄芽の発育を助

長する重要な意味を持つのであると云はれてゐる.I
I

それ頃同氏によれば切断面のカルス形成は軟弱であ

って水分は切断面3:D出入するからであるとされて

ゐる｡孝からすれば萌芽の発育には親書が水分をよ

b吸収し易い状態に置かれる一ことが必要となるo

剥皮後水浸した場合は全市的にカルス形成が阻客
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(20)--･長野原立農林専門学校学術報告

'ーされると考-られるから水の出入もある程度生面的

.に行はれ,窺著は水をよb吸収し易い状態に置かれ

ることとなるO従って前芽の発育に充分なる水分を

供給L得るこ･ととなtaから発板及幼芽の伸長蛸 し
促進的影響が表はれたことは一膳うなづはる結果で

あると恩人O野口に塗表した場合･無塗炭に比して

初期生育が遅れると云ふ報告 (91)があるが,やは

一歩勿断面における永分の吸収が原因となってゐるの

ではあるまいかO

･一方劉皮による休眠除去に於て催芽床に於u-る薯

の腐敗が問題にされるのであるが,本突陵では剥皮

後水淀を行ったに拘はらず腐敗は0.8% で問題には

ならなかった,水没も比較約位温で24:持間以内なれ
l

ばその後の処置によって腐敗をまぬがれる枝である

(3,20) から剥皮処理に際して問題とされる腐敗の

原因は催芽床の旋件,特に温まと土壌滋土にあると

考-られる0

本実験によっては鹿理水温の低かったこと,庭理

後一重衣蔭千にL哀:こと及び催芽床の味件が良好で

あった事に放D腐敗を防止し得たものと考-られるb

それ故剥乾による二期作催芽に際する橿雷の塔改姓･

催芽床の族件を適切にすることによb充分防止し得

る間乾である.与思はれる｡其の他雷の大小との関係

紘一慮結果に示した通わではあるがこれに関しては

未だ充分な結果を得てゐないから今後の突抜をまっ

て考察したいと思ふ｡

以上要するに初年攻の突放で-河の結果のみでは

即断することは危険で声るが,剥皮後一足の時間内

水浸することに依って蔚芽の発育を促進し得ること

が考へられ,このことは中間地苛に於打ち秋作栽培

に必要なる催芽床日数を短縮する一手段として効果

あるものと思はれるoこの現琴が果して推論のカル

ス形成を阻害することによD親誓からの水分の供給 -

が良好になる鳥によるものであるかどうかも引放き

桧討されなければならない問題であるが,一度こゝ

に報告する次第であえO

†.摘 ､ 要
(1) 別皮後の水浸の休眠除去及茄芽の発育に如

何なる影響夏輿-ちかについて簡翠な失敬を行った

(2) 剥皮後の水浸は休眠除去に及ぼす剥皮の効

果には何等影響を輿へなかったが茄芽の発育には促 iJ

進的効果を示したo /

I(3) これはカルネ形成が阻審され鹿薯の水分の

吸収が充分に行はれ萌芽へ充分供給されることによ

声と考へられる. 垂

(4) 水没晴間は6-12時のものが最 も劾果的で

あっ7-i:0

(.5) この程皮の水没 (比較的低温短時間)では

爾後虚理を適切にすること及催芽床の保件夏適切に

することによE)腐敗の心配はない｡

(6) 雷の大小は茄芽及萌芽の発育に対■して大Lr

た影響を輿へるものでないが,あまb少ないものは

訴芽の発育が一般にg;ろ様であるo

I
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